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こ
の
度
の
天
皇
陛
下
御
即
位
に
謹
ん

で
皆
様
と
共
に
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
去
る
四
月
三
十
日
退
位
礼
正
殿
の

儀
、
翌
五
月
一
日
剣
璽
等
承
継
の
儀
か

ら
は
じ
ま
り
、
即
位
礼
正
殿
の
儀
、
一

代
一
度
の
重
儀
大
嘗
祭
と
御
大
礼
に
関

わ
る
諸
儀
式
が
恙
な
く
斎
行
さ
れ
ま
し

た
こ
と
慶
賀
に
存
じ
上
げ
ま
す
。

　

上
皇
陛
下
に
お
か
せ
ら
れ
ま
し
て

は
、
昨
年
三
月
、
天
皇
と
し
て
最
後
の

沖
縄
県
行
幸
啓
を
賜
り
ま
し
た
。
沿
道

に
は
約
三
万
人
の
沖
縄
県
民
が
集
い
国

旗
を
振
り
、ま
た「
提
灯
大
パ
レ
ー
ド
」、

「
提
灯
奉
迎
の
集
い
」
に
は
約
五
千
名

の
方
々
が
参
加
し
陛
下
へ
の
お
気
持
ち

を
表
さ
れ
、
陛
下
も
宿
泊
先
の
窓
か
ら

お
応
え
下
さ
い
ま
し
た
。
平
成
三
十
一

年
年
頭
に
は
、「
あ
ま
た
な
る
人
ら
集

ひ
て
ち
や
う
ち
ん
を
共
に
ふ
り
あ
ふ
沖

縄
の
夜
」
と
御
製
を
賜
り
、
常
に
沖
縄

に
対
し
温
か
い
お
気
持
ち
を
お
寄
せ
頂

い
て
お
り
、
一
県
民
と
致
し
ま
し
て
も

幸
甚
に
存
じ
上
げ
ま
す
。

沖
縄
県
神
道
青
年
会

会
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石
底
直
樹
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〇
神
社
ゆ
い
メ
ー
ル

　

沖
縄
県
神
道
青
年
会
で
は
、
毎
月
一
回
程
度
、
県
内
各
社

の
祭
典
情
報
を
Ｅ
メ
ー
ル
で
配
信
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

沖
縄
県
神
道
青
年
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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忘年会（11 月 20 日）

　

〇
令
和
二
年
前
半
の
予
定

　

そ
の
上
皇
陛
下
の
大
御
心
を
継
承
さ

れ
た
天
皇
陛
下
は
、
浩
宮
殿
下
時
代
に

昭
和
天
皇
の
御
名
代
と
し
て
一
度
、
皇

太
子
殿
下
時
代
に
は
四
度
、
ま
た
平
成

九
年
七
月
に
は
初
め
て
皇
太
子
同
妃
両

殿
下
で
の
ご
来
県
を
賜
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
江
戸
時
代
後
期
の
光
格
天
皇

以
来
約
二
百
年
ぶ
り
の
御
譲
位
と
の
こ

と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
の
御
代
替
り

の
際
、
私
は
ま
だ
幼
く
記
憶
は
殆
ど
な

く
、
先
輩
方
か
ら
は
「
社
会
的
に
も
自

粛
ム
ー
ド
で
あ
り
、
今
回
の
御
代
替
り

と
は
雰
囲
気
が
全
然
違
う
」
と
伺
っ
て

お
り
ま
す
が
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
報
道
な

ど
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
今
回
の
御
譲

位
は
国
、
国
民
を
挙
げ
て
の
祝
賀
ム
ー

ド
が
あ
り
大
変
な
盛
り
上
が
り
を
み
せ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
歴
史
的
な
御
譲
位

の
時
に
皇
室
と
の
深
い
関
り
の
あ
る
斯

界
に
奉
職
で
き
た
こ
と
、
ま
た
会
長
職

を
仰
せ
つ
か
っ
て
い
る
こ
と
を
と
て
も

嬉
し
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
皇
紀
二
六
七
九
年
、
世
界
に

類
を
見
な
い
長
い
歴
史
を
持
つ
こ
の
国

に
生
ま
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
日
本

人
と
し
て
、
神
職
と
し
て
、
今
一
度
襟

を
正
し
、
世
の
為
人
の
為
、
神
明
奉
仕

に
務
め
て
い
く
こ
と
を
決
意
致
し
ま
し

て
、
奉
祝
天
皇
陛
下
御
即
位
記
念
号
発

刊
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

・
日
本
の
建
国
を
奉
祝
す
る
県
民
の
集
い

　

二
月
十
一
日 　

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル
沖
縄

　

日
本
会
議
沖
縄
県
本
部　

　

雅
楽
同
好
会
が
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
演
奏
予
定

・
天
皇
陛
下
御
即
位
奉
祝
式
典

　

二
月
二
十
四
日　

国
立
劇
場
お
き
な
わ

　

天
皇
陛
下
御
即
位
奉
祝
沖
縄
県
実
行
委
員
会

　

蘭
陵
王
（
舞
楽
と
演
奏
）

・
他
、
新
年
会
、
総
会
、
神
田
祭
な
ど

　
「
令
和
に
な
る
瞬
間
に
幟
を
立
て
な
さ

い
」
と
い
う
宮
司
の
命
に
よ
り
、
五
月
一

日
午
前
零
時
に
、
境
内
に
令
和
の
幟
を
立

て
ま
し
た
。
令
和
に
な
る
瞬
間
に
お
参
り

し
よ
う
と
、
一
般
の
方
々
も
多
く
御
参
拝

さ
れ
て
い
て
、
テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が
っ
た

令
和
の
始
ま
り
で
し
た
。

　

今
年
は
雅
楽
同
好
会
で
蘭
陵
王
の
演
奏

が
で
き
ま
し
た
。
同
好
会
は
一
般
の
方
々

も
参
加
し
て
お
り
、
特
に
渡
嘉
敷
憲
一
郎

氏
、
宮
城
武
志
氏
、
古
波
鮫
会
員
と
私
で

練
習
を
重
ね
て
の
演
奏
で
し
た
の
で
、
こ

の
演
奏
が
一
番
印
象
深
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
沖
縄
県
内
の
事
件
と
し
ま
し
て

は
、
首
里
城
焼
失
が
一
番
の
衝
撃
で
し
た
。

末
吉
宮
か
ら
首
里
城
を
見
て
、「
本
当
に
正

殿
が
無
く
な
っ
て
い
る
・・・。」と
実
感
し
た

次
第
で
す
。

　

約
六
年
ぶ
り
の
会
報
で
す
。
特
に
全
国

の
神
道
青
年
会
の
皆
様
に
「
沖
縄
に
も

少
な
い
な
が
ら
同
志
が
い
て
、
ゆ
る
り
と

や
っ
て
お
り
ま
す
」
と
い
う
こ
と
を
お
伝

え
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

沖
縄
県
神
道
青
年
会
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。（
奥
原
）

令和幟立て（5 月 1 日午前 0 時波上宮）日本会議と

　　　　　雅楽同好会　蘭陵王奉仕　舞：古波鮫真子会員
　　 （10 月 17 日波上宮奉賛会秋大祭　写真提供　神宮会館）
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沖
縄
県
神
道
青
年
会
活
動
報
告
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平
成
三
十
一
年

一
月
三
十
日　
　

播
種
祭　

う
る
ま
市
田
場

二
月
七
日　
　
　

禊
・
鎮
魂
行
法　

北
方
領
土
返
還
祈
願
祭　

新
年
会

二
月
十
八
日　
　

山
口
県
神
道
青
年
会
慰
霊
祭
参
列
・
懇
親
会
参
加

三
月
三
日　
　
　

御
田
植
祭　

う
る
ま
市
田
場

三
月
五
日　
　
　

臨
時
総
会　

波
上
宮

三
月
八
日　
　
　

平
成
御
大
典
写
真
パ
ネ
ル
展　

普
天
満
宮(

三
日
間)

四
月
十
一
日　
　

宮
崎
県
神
道
青
年
会
懇
親
会
参
加

四
月
十
四
日　
　

天
皇
陛
下
御
在
位
三
十
年
奉
祝
式
典(

天
皇
陛
下
御
在

　
　
　
　
　
　
　

 

位
三
十
年
奉
祝
委
員
会)

国
立
劇
場
お
き
な
わ

四
月
二
十
六
日　

沖
縄
県
神
道
青
年
会　

総
会

令
和
元
年

六
月
十
九
日　
　

千
葉
県
神
道
青
年
会　

慰
霊
祭
参
列
・
懇
親
会
参
加

六
月
十
九
日　
　

波
上
宮
参
集
殿
に
て
箏
講
習
会

　
　
　
　
　
　
　
（
福
岡
県
神
社
庁
長
屋
祭
式
講
師
）
四
名
参
加

七
月
六
日　
　
　

㈶
國
學
院
大
學
院
友
会
公
開
講
演
「
御
代
替
わ
り
の
諸

　
　
　
　
　
　
　

祭
儀
」 

雅
楽
演
奏 

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル
沖
縄

七
月
七
日　
　
　

抜
穂
祭　

う
る
ま
市
田
場

九
月
十
七
日　
　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー　

波
の
上
エ
ス
パ
ー
ナ

九
月
二
十
五
日　

沖
縄
県
神
社
庁
神
宮
大
麻
頒
布
始
奉
告
祭　

雅
楽
奉
仕

十
月
三
日　
　
　

Ｆ
Ｍ
沖
縄　

雅
楽
同
好
会
取
材　

波
上
宮

　
　
　
　
　
　
　
（
古
波
鮫
真
子
会
員
他
、
即
位
礼
当
日
祭
の
日
に
放
送)

十
一
月
二
十
日　

忘
年
会
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播
種
祭
・
御
田
植
祭
・
抜
穂
祭　

　

平
成
三
十
一
年
一
月
三
十
日
、
沖
縄
県

う
る
ま
市
田
場
の
神
田
で
播
種
祭
が
執
り

行
わ
れ
、沖
縄
県
神
道
青
年
会
石
底
会
長
、

高
良
会
員
が
奉
仕
し
、識
名
宮
田
港
禰
宜
、

識
名
宮
注
連
会
が
参
列
・
奉
仕
い
た
し
ま

し
た
。

　

三
月
三
日
御
田
植
祭
は
石
底
会
長
と
松

元
会
員
が
奉
仕
。
識
名
宮
注
連
会
が
参
加

い
た
し
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
七
月
七
日
、
抜
穂
祭
が
執
り

行
わ
れ
、
石
底
会
長
、
佐
藤
会
員
が
奉
仕
。

普
天
満
宮
新
垣
宮
司
、
識
名
宮
注
連
会
が

参
列
・
奉
仕
い
た
し
ま
し
た
。

　

稲
穂
は
神
社
庁
を
通
し
て
神
宮
へ
奉
納

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
精
米
さ
れ
た
お
米

は
沖
縄
県
内
各
神
社
の
大
嘗
祭
当
日
祭
な

ど
で
お
供
え
さ
れ
ま
し
た
。

天
皇
陛
下
御
在
位

三
十
年
奉
祝
式
典

　

四
月
十
四
日 

国
立
劇
場
お
き
な

わ
に
て
、
天
皇
陛
下
御
在
位
三
十

周
年
奉
祝
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。（
天
皇
陛
下
御
在
位
三
十
年
奉

祝
式
典
実
行
委
員
会
主
催
）
沖
縄

県
神
道
青
年
会
雅
楽
同
好
会
は
越

殿
楽
、
浦
安
の
舞
を
奉
奏
い
た
し

ま
し
た
。(

舞
：
普
天
満
宮 

新
垣

ナ
オ
巫
女
・
瀬
川
祥
美
巫
女)

講
演  

御
代
替
わ
り
の
諸
祭
儀

　

令
和
元
年
七
月
六
日
㈶
國
學
院

大
學
院
友
会
主
催
の
公
開
講
演「
御

代
替
わ
り
の
諸
祭
儀
（
講
師
：
沖

縄
県
神
社
庁 

渡
慶
次
馨 

庁
長
）」

が
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル
沖
縄
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。講
演
会
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
で
雅
楽
同
好
会
が
演
奏

い
た
し
ま
し
た
。

天皇陛下御在位三十年奉祝式典

公開講演「御代替わりの諸祭儀」OP

〇
雅
楽
同
好
会
活
動
報
告

県
内
各
社
に
て
奉
仕

〇
県
外
神
道
青
年
会
と
の
交
流

2 月 18 日山口県神道青年会主催の慰
霊祭へ参列・懇親会へ参加しました。

千葉県神道青年会主催の慰霊祭に参列・懇親会に参加しました。

Ｆ
М
沖
縄
「
Ｆ
ｉ
ｎ
ｅ
」
出
演

　

即
位
礼
当
日
祭
の
朝
、
エ
フ
エ

ム
沖
縄
の
番
組
「
Ｆ
ｉ
ｎ
ｅ
」
に

て
雅
楽
に
つ
い
て
の
特
集
が
組
ま

れ
、雅
楽
同
好
会
が
出
演
し
ま
し
た
。

同
好
会
の
演
奏
と
、
古
波
鮫
真
子
会

員
の
雅
楽
に
つ
い
て
の
解
説
が
放
送

さ
れ
ま
し
た
。

　

波
上
宮
奉
賛
会
秋
大
祭
で
は
蘭

陵
王
奉
仕
（
三
管
三
鼓
と
舞
）、
沖

縄
県
護
国
神
社
秋
季
例
大
祭
と
普

天
満
宮
例
大
祭
で
は
三
管
で
奏
楽

奉
仕
い
た
し
ま
し
た
。

播種祭（2 月 30 日）

ＦМ沖縄取材風景（波上宮）

沖縄県護国神社秋季例大祭（10 月 23 日 )波上宮奉賛会秋大祭 (10 月 17 日 )

禊（2 月 7 日　波の上ビーチ）

（ 6 月 19 日 )

禊
・
鎮
魂
行
法　

　

北
方
領
土
返
還
祈
願
祭

　

平
成
三
十
一
年
二
月
七
日
、
第
五
代
会

長 

田
港
朝
光
道
彦
の
先
導
の
も
と
、
波

の
上
ビ
ー
チ
で
禊
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続

い
て
、
波
上
宮
拝
殿
に
お
い
て
鎮
魂
行
法

と
北
方
領
土
返
還
祈
願
祭
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

沖
縄
県
神
道
青
年
会　

総
会

　

平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
六
日
、
総
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
た
に
二
人
が
加
わ

り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。（
※
途
中
退
会

あ
り
。
現
在
の
会
員
に
つ
い
て
は
最
終
頁

の
「
沖
縄
県
神
道
青
年
会
会
員
名
簿
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。）
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